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106号
大月町議会だより

も く じ

Ｐ２　9月定例会
　Ｐ４　補正予算等

　Ｐ６　決算

Ｐ９　決算審査
　　　（全員協議会）

Ｐ１０　委員会報告

Ｐ１１　一般質問

Ｐ１４　こんにちは

表紙写真によせて

運動会楽しいなー！
踊りも上手でしょ！
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　令和3年9月第5回大月町議会定例会は9月9日から9月16日までの会期で
開催、承認（補正予算専決）1件、条例1件、契約1件、補正予算6件、
決算認定9件、過疎計画1件、辺地計画1件、陳情（発議）1件の計21件が
提出され全議案を承認・可決しました。
　他に報告2件、委員会報告1件の議会報告がありました。

　令和3年9月第5回大月町議会定例会は9月9日から9月16日までの会期で
開催、承認（補正予算専決）1件、条例1件、契約1件、補正予算6件、
決算認定9件、過疎計画1件、辺地計画1件、陳情（発議）1件の計21件が
提出され全議案を承認・可決しました。
　他に報告2件、委員会報告1件の議会報告がありました。

◇9月定例会の概要◇
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特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁業集落排水処理事業

後 期 高 齢 者 医 療

３億７７４３万円

１８１５万円

２２万円

３２０９万円

０万円

１９１万円

５５億９３５９万円

８億８８１１万円

３億４２３０万円

８億６２２７万円

１９１６万円

９６２２万円

会　　計　　名 補　正　額 総　　額

一　　般　　会　　計

○
一
般
会
計

　
　
災
害
復
旧
費
・
農
地
河
川
　
２
億
８
５
０
万
円

　
　
・
公
共
土
木
施
設
災
害

　
　
　
　
河
川
７
件
、
道
路
４
件
　
計
１１
件

　
　
・
農
地
農
業
用
施
設

　
　
　
　
水
路
２
件
、
農
道
１
件
　
計
３
件

　
　
そ
の
他
・
教
育
費
他
　
　
１
億
６
８
９
３
万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
基
金
積
立
金
他
　
１
８
１
５
万
円

○
水
道
特
別
会
計

　
　
事
　

務
　

費
　
２
２
万
円

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
償
還
金
他
　
３
２
０
９
万
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
１
万
円

○
令
和
3
年
度
大
月
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
補
正
増
額
計
　
　
　
　
　
　
　
３
４
０
万
円

　
　
令
和
３
年
７
月
１８
日
の
大
雨
災
害
対
応

　
　
　
砂
　

防
　

費
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
万
円

　
　
　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
　
２
０
０
万
円

○
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
行
政
手
続
き
に
関
し
て

個
人
を
識
別
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
令
和
３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

　
生
産
性
革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
固
定
資
産
税
等

に
係
る
特
例
措
置
は
、
本
来
国
庫
補
助
金
等
に
よ
り
対

応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し
て
、

期
限
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

・
議
員
発
議
に
よ
り
本
会
議
で
可
決
し
、
関
係
省
庁
に

　
送
付
し
た
。

要
旨

9
月
定
例
会

補 
正 
予 

算

〈
全
員
賛
成
〉

補 
正 
予 

算

〈
全
員
賛
成
〉

専
決
補
正
予
算

〈
全
員
承
認
〉

専
決
補
正
予
算

〈
全
員
承
認
〉

条
　
　
例

〈
全
員
賛
成
〉

条
　
　
例

〈
全
員
賛
成
〉

意
　
見
　
書

〈
全
員
賛
成
〉

意
　
見
　
書

〈
全
員
賛
成
〉
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○
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

　
・
小
才
角
地
区
（
８
５
０
万
円
）

　
　
　
道
路
法
面
劣
化
に
よ
る
整
備

　
・
一
切
地
区
（
７
４
１
０
万
円
）

　
　
　
橋
梁
・
路
面
擁
壁
の
劣
化
に
よ
る
整
備

　
　
　
消
防
車
両
の
更
新

　
・
柏
島
地
区
（
５
０
０
万
円
）

　
　
　
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
機
能
保
全
・

　
　
　
長
寿
命
化

○
令
和
3
年
度
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入
契
約

　
・
契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札

　
・
契
約
金
額
　
８
９
９
万
８
０
０
０
円

　
・
契
約
相
手
　
高
知
市
介
良
甲
９
８
５
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　
高
知
消
防
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

　
・
納
入
場
所
　
幡
多
西
部
消
防
組
合
大
月
分
署

　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
分
団
一
切
の
ポ
ン
プ
車
更
新
）

　
・
契
約
期
間
　
議
決
を
得
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
３
月
３０
日

○
大
月
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

　
「
住
み
た
い
、
住
め
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
未
来
へ

繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
の
目
標
に
向
け
て
、
住
民
が
地
域

の
将
来
に
展
望
と
誇
り
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
が
持
続

で
き
る
よ
う
、
基
盤
整
備
を
図
り
地
域
間
格
差
を
是
正

す
る
と
共
に
、
安
定
し
た
産
業
基
盤
を
構
築
し
、
豊
か

な
自
然
や
人
々
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か

し
福
祉
の
充
実
を
図
る
事
業
を
行
う
際
に
有
利
な
特
別

措
置
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
計
画
。

未来へ繋ぐ地域づくり

整備された小才角地区

一切に配備される消防車（同型）

計
　
　
画

〈
全
員
賛
成
〉

計
　
　
画

〈
全
員
賛
成
〉

契
　
　
約

〈
全
員
賛
成
〉

契
　
　
約

〈
全
員
賛
成
〉
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会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計
計

会　計　間　重　複　額
純　合　計

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
国 民 健 康 保 険
水 道
介 護 保 険
漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

特
　
別
　
会
　
計

６７億４１９３万円
３億４９０３万円
８億５６６４万円
３億６８６８万円
８億８８９万円
１１４３万円
９５５７万円

５億８００９万円
９８億１２２７万円
－５億５９１７万円
９２億５３０９万円

６６億３６８４万円
３億４９０３万円
８億３８４２万円
３億６８３６万円
７億７４２４万円
１０７４万円
９３６７万円

５億６１２６万円
９６億３２５７万円
－５億５９１７万円
９０億７３４０万円

地方交付税
２３億２３２１万円
３４．５％

地方交付税
２３億２３２１万円
３４．５％

自主財源 ２５．３％
１７億３４５万円

依存財源 ７４．７％
５０億３８４７万円

自主財源 ２５．３％
１７億３４５万円

歳入
67.4億円

交付金等
１億６３２７万円
２．４％

依存財源 ７４．７％
５０億３８４７万円

国庫支出金
１３億９８１９万円
２０．８％

県支出金
５億１７２６万円
７．７％

町債
６億３６５４万円
９．４％

町税
４億４０６２万円
６．５％

国庫支出金
１３億９８１９万円
２０．８％

県支出金
５億１７２６万円
７．７％

町債
６億３６５４万円
９．４％

町税
４億４０６２万円
６．５％

歳出
66.4億円

総務費
１５億７１１４万円
２３．７％

民生費
１５億２６３５万円
２３．０％

衛生費
５億５７５万円
７．６％

農林水産業費
４億８０５２万円
７．２％

土木費
６億３０４８万円
９．５％

消防費
３億２３１６万円
４．９％

災害復旧費
４億４４４２万円
６．７％

公債費
７億３６６万円
１０．６％

総務費
１５億７１１４万円
２３．７％

議会費
５０９１万円
０．８％

民生費
１５億２６３５万円
２３．０％

衛生費
５億５７５万円
７．６％

農林水産業費
４億８０５２万円
７．２％

商工費
１億２０５７万円
１．８％

土木費
６億３０４８万円
９．５％

消防費
３億２３１６万円
４．９％

教育費
２億７９８７万円
４．２％

災害復旧費
４億４４４２万円
６．７％

公債費
７億３６６万円
１０．６％

使用料・手数料　１億７２２万円　１．６％

分担金・負担金　３６２６万円　０．５％

財産収入・寄付金　４億５０３５万円　６．７％

繰入金　３億９１７６万円　５．８％

繰越金　２億４４４５万円　３．６％

諸収入　３２７９万円　０．５％

■歳入歳出決算認定■歳入歳出決算認定

令和2年度一般会計決算

歳出約66億4000万円歳出約66億4000万円歳出約66億4000万円歳出約66億4000万円
■一 般 会 計■一 般 会 計
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浦
木
　
経
常
収
支
比
率
は

昨
年
度
よ
り
１
・
８
ポ
イ

ン
ト
下
が
っ
て
、
９３
・
７

％
。
公
債
費
負
担
比
率
は

昨
年
度
よ
り
０
・
７
％
上

昇
し
、
１９
・
７
％
で
あ
る
。

こ
う
な
っ
た
主
な
要
因
は

何
か
。

B
　
経
常
収
支
比
率
と
は

財
政
の
柔
軟
性
を
示
す
も

の
で
、
一
般
的
に
は
７５
％

〜
８０
％
以
内
が
運
営
上
良

い
状
態
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
月
町
は
９３
・
７
％
、
依

然
厳
し
い
状
態
で
す
。

　
公
債
費
負
担
比
率
の
増

え
た
要
因
は
、
平
成
２８
年

度
に
借
り
入
れ
た
防
災
拠

点
整
備
等
の
起
債
の
償
還

が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

浦
木
　
公
債
費
負
担
比
率

は
、
財
政
運
営
上
２０
％
が

危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
、
大

月
町
は
危
険
ラ
イ
ン
ぎ
り

ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
い
る
。

ま
た
、
大
月
町
の
経
常
収

支
比
率
は
、
義
務
的
経
費

に
予
算
を
多
く
裂
か
れ
、

投
機
的
経
費
に
お
金
が
回

ら
な
い
状
況
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
硬
直
化
の
現
状

を
ど
う
改
善
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

B
　
極
力
無
駄
な
経
費
は

支
出
し
な
い
こ
と
や
収
入

面
の
確
保
と
い
っ
た
こ
と

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
１
年
、
２
年
と
い

う
ス
パ
ン
で
財
政
が
一
気

に
好
転
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
年
度
健
全
に

維
持
し
て
い
く
こ
と
に
努

め
て
予
算
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

浦
木
　
ど
こ
を
ど
う
改
善

す
れ
ば
財
政
の
健
全
化
に

向
け
て
動
く
の
か
、
そ
う

い
う
も
の
を
分
析
し
な
が

ら
方
向
性
を
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
町
長
の
決

意
を
お
伺
い
し
た
い
。

B
　
指
標
の
段
階
で
は
そ

の
範
囲
を
ク
リ
ア
し
て
い

ま
す
が
、
経
常
収
支
比
率
、

公
債
費
率
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
当

初
予
算
の
編
成
、
令
和
２

年
度
の
決
算
の
結
果
を
見

な
が
ら
、
我
々
も
財
政
指

標
に
基
づ
い
た
予
算
編
成

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
こ
と
を
重
視
し
な
が

ら
予
算
編
成
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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A
　
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
進
捗
状
況
は
。

B
　
高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
と
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

小
中
学
校
合
わ
せ
て
３
０

１
台
を
購
入
し
、
全
て
の

児
童
生
徒
、
教
員
が
使
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は

返
礼
品
経
費
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。

B
　
寄
付
額
は
約
４
億
３

８
０
０
万
円
。
４８
・
６
％

の
伸
び
で
県
下
８
位
。
返

礼
品
経
費
は
５７
・
７
％
で

経
費
の
見
直
し
を
行
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

A
　
地
域
振
興
費
は
増
え

た
の
か
。

B
　
地
域
振
興
費
は
約
８

０
０
０
万
円
で
１
３
４
・

２
％
の
増
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
事
業
が
約

４
９
０
０
万
円
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
実
質
、
地
域

振
興
費
は
減
少
し
て
い
ま

す
。

A
　
泊
浦
河
川
の
改
修
に

つ
い
て
説
明
を
。

B
　
委
託
料
１
７
５
７
万

円
、
工
事
請
負
費
６
３
１

９
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。

A
　
畜
産
振
興
費
１
億
８

７
１
５
万
円
の
成
果
は
。

B
　
唐
岩
の
ウ
ィ
ン
ド
レ

ス
鶏
舎
３
棟
と
ロ
ー
タ
リ

ー
撹
拌
式
堆
肥
舎
１
棟
建

築
。
出
荷
羽
数
は
約
１
０

０
万
羽
か
ら
約
１
５
０
万

羽
へ
。
雇
用
も
３
名
増
え

る
予
定
で
す
。

A
　
地
域
公
共
交
通
実
証

運
行
費
１
１
７
５
万
円
の

成
果
と
課
題
、
今
後
の
方

向
は
。

B
　
ま
ち
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
型
バ
ス
と
も
予
算
削
減

に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
ち
バ
ス

は
好
評
で
す
。
デ
マ
ン
ド

型
バ
ス
は
、
今
回
の
運
行

体
制
で
は
無
理
が
あ
る
た

め
、
次
回
の
実
施
と
と
も

に
検
討
が
必
要
で
す
。

A
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

１
４
４
０
万
円
の
成
果
は
。

B
　
映
像
制
作
な
ど
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担

当
２
名
、
空
間
デ
ザ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
担
当
１
名
、
計
３
名
を

配
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
任
期
満

了
し
た
協
力
隊
の
う
ち
３

名
が
起
業
支
援
補
助
金
を

活
用
し
、
町
内
で
起
業
し

て
い
ま
す
。

　
９
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
、
全
員
協
議
会
で
決
算

を
審
査
し
た
後
、
15
日
の
本
会
議
に
お
い
て
令
和
２
年

度
決
算
を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

改修された泊浦川

１人１台のタブレット

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

地
域
振
興
費

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
公
共
交
通

泊
浦
河
川

畜
産
振
興
費

ふ
る
さ
と
納
税

全
員
協
議
会

決

算

審

査
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造成された宅地（イメージ）

次回定例会は12月の予定です。

９月定例会の傍聴者は５名でした。

傍聴・録音放送のお問い合わせは

議会事務局までお願いします。

（電話：０８８０－７３－１６８２）

・住民が大月町に残ってもらうために、固定資産税の減免等の税制優遇措置及び
　宅地入手のための若者への特典、地元業者活用の特典などを検討すること。
・宅地造成に対する住民意識の調査（アンケート）をし、集約すること。
・宅地造成のための土地開発公社の設置などを検討すること。

　
本
町
の
高
齢
化
率
は
一
段

と
高
ま
り
、
年
少
人
口
比
率

は
一
段
と
減
少
し
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る
。
よ
り
厳
し
い

少
子
化
、
高
齢
化
で
あ
る
。

２
０
６
０
年
の
大
月
町
の
目

標
人
口
３
０
０
８
人
は
達
成

困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
第
７
次
大
月
町
総
合
振

興
計
画
の
将
来
像
、
推
進
テ

ー
マ
を
活
か
し
若
者
定
住

（
生
活
で
き
る
た
め
の
働
く

場
の
確
保
、
住
む
と
こ
ろ
の

確
保
）
に
し
っ
か
り
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
委
員
会
は
、
住
む
と
こ
ろ

の
確
保
と
し
て
の
「
宅
地
造

成
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
提

案
す
る
。
宅
地
造
成
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
住
民
は
そ
の

場
所
に
将
来
に
わ
た
っ
て
住

み
続
け
る
人
が
増
え
る
。
若

い
世
代
が
新
築
す
る
た
め
子

ど
も
が
増
え
人
口
増
に
つ
な

が
る
。
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
が
よ
り
多
く
生
ま
れ
る
。

人
口
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

消
費
が
生
ま
れ
町
の
活
性
化

に
役
立
つ
。
若
者
や
子
ど
も

が
増
え
て
高
齢
者
の
心
の
支

え
に
な
り
家
族
の
絆
が
深
ま

る
。
若
者
が
増
え
る
こ
と
で

地
域
に
貢
献
で
き
る
等
の
利

点
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
第
７
次
大

月
町
総
合
振
興
計
画
の
将
来

像
「
住
み
た
い
、
住
め
る
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
未
来
へ

繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
と
結
び

つ
き
、
推
進
テ
ー
マ
「
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
」
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
も
の
と
考

え
る
。

　
以
上
、
総
務
厚
生
常
任
委

員
会
の
調
査
報
告
と
し
、
結

審
す
る
。

委
員
会
報
告
《
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
》

主な提案事項（要約）
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大月町のここを聞く

A
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

の
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ

に
は
、
症
状
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
区
分
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
患
者
が
急
増

し
た
場
合
の
対
応
は
。

大
野
保
健
介
護
課
長
　
発

熱
及
び
呼
吸
器
症
状
が
あ

り
状
態
の
悪
い
患
者
は
入

院
。
軽
傷
者
は
宿
泊
療
養
、

自
宅
療
養
に
な
り
ま
す
。

　
８
月
２６
日
、
知
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
病
床
占
有
率

４０
％
で
患
者
が
急
激
に
増

加
し
て
い
る
た
め
、
自
宅

で
の
療
養
を
お
願
い
す
る

と
し
て
い
ま
し
が
、
９
月

１２
日
の
病
床
占
有
率
は
３１

・
４
％
で
す
。
対
応
は
県

の
判
断
で
す
。

A
　
コ
ロ
ナ
患
者
や
家
族

は
買
い
物
に
い
け
な
い
。

ど
う
い
う
対
応
を
す
る
の

か
。

大
野
保
健
介
護
課
長
　
量

販
店
と
提
携
し
て
、
一
週

間
分
の
食
料
品
・
日
用
品

を
、
感
染
者
と
の
接
触
が

な
い
置
き
配
で
、
幡
多
福

祉
保
健
事
務
所
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 幡多けんみん病院

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
第
７
次
大
月
町
総
合

振
興
計
画
は
、「
産
業
振
興
」

か
ら
「
人
づ
く
り
・
地
域

作
り
へ
ど
う
し
て
目
的
を

変
え
た
の
か
。
ま
た
、
人

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
は
、

産
業
振
興
等
の
取
り
組
み

を
通
し
て
達
成
で
き
る
も

の
で
は
な
い
の
か
。
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
も
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
い
の

か
。

岡
田
町
長
　
働
く
場
が
不

十
分
、
雇
用
対
策
に
不
安

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

が
出
て
い
る
こ
と
も
承
知

し
て
い
ま
す
し
重
く
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
人
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
に
関
し

て
も
、
議
員
の
言
わ
れ
る

こ
と
は
正
論
で
賛
同
し
ま

す
。
し
か
し
、
本
町
の
取

り
組
み
は
産
業
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
人

手
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
、

人
材
の
確
保
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
場
産
業
を
守

り
、
住
民
福
祉
の
拡
充
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
判
断
し
ま
し

た
。

A
　
第
７
次
大
月
町
総
合

振
興
計
画
の
目
標
達
成
の

た
め
、
１０
年
間
に
取
り
組

む
べ
き
主
な
具
体
的
施
策

は
何
か
。
町
長
の
残
り
任

期
３
年
で
取
り
組
む
目
玉

と
な
る
も
の
は
何
か
。

岡
田
町
長
　
一
次
産
業
を

中
心
と
す
る
担
い
手
、
後

継
者
の
育
成
、
子
育
て
支

援
に
よ
る
若
者
世
代
へ
の

支
援
、
移
住
促
進
、
新
た

な
人
材
の
確
保
と
受
け
皿

と
な
る
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
私
の
任

期
中
の
目
玉
と
な
る
施
策

は
、
第
７
次
に
掲
げ
る
６

つ
の
基
本
目
標
の
推
進
で

あ
り
、
社
会
情
勢
な
ど
を

注
視
し
な
が
ら
着
実
に
取

り
組
む
所
存
で
す
。

第７次大月町総合振興計画

コロナ対応

患者の買い物支援は

　置き配で対応／保健介護課長

第
７
次
大
月
町
総
合
振
興
計
画

任
期
中
の
目
玉
の
施
策
は

 
６
つ
の
基
本
目
標
の
推
進
／
町
長
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一　般　質　問

久米　里志 議員久米　里志 議員

岡
田
町
長
　
現
在
、
多
く

の
自
治
体
が
制
度
活
用
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
し
、
私
も
子

育
て
支
援
や
移
住
促
進
の

観
点
か
ら
有
効
な
制
度
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、

貧
困
差
を
な
く
し
、
質
の

高
い
教
育
を
誰
も
が
受
け

ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る

の
は
国
の
責
務
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
本
制
度
が
目

的
と
す
る
子
育
て
世
帯
支

援
、
若
者
支
援
と
い
う
観

点
か
ら
、
良
い
制
度
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
早
急
に
支
援
制
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

A
　
大
月
町
に
は
、
母
子

家
庭
や
中
低
所
得
、
子
育

て
世
帯
の
方
が
多
く
い
る
。

高
校
や
大
学
、
そ
し
て
専

門
学
校
等
進
学
す
る
た
め

に
多
額
の
経
費
が
必
要
で

あ
る
。
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
は
、
令
和
２
年
６
月

か
ら
国
の
補
助
率
も
５０
／

１
０
０
か
ら
１
０
０
／
１

０
０
と
な
り
、
自
治
体
の

基
金
も
不
要
だ
。
こ
の
制

度
を
導
入
し
て
若
者
の
負

担
軽
減
や
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
。
強
く
提
案
す
る
。

有望な人材に育て！

我が社も、ふるさと納税を!

A
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
寄
附
額
は
１
回
あ

た
り
１０
万
円
以
上
で
、
優

遇
措
置
に
よ
り
寄
附
額
の

９
割
が
軽
減
さ
れ
る
。
企

業
は
返
礼
品
や
経
済
的
利

益
は
受
け
取
れ
な
い
。
期

間
は
令
和
６
年
ま
で
だ
が
、

早
急
に
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

岡
田
町
長
　
企
業
か
ら
地

方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
は
、

内
閣
府
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
本
町
に
お

い
て
も
令
和
２
年
１１
月
６

日
付
で
地
域
再
生
計
画
の

認
定
を
受
け
、
寄
附
を
受

け
る
態
勢
は
整
っ
て
い
ま

す
が
、
１
割
と
は
い
え
企

業
の
負
担
が
伴
う
こ
と
か

ら
、
寄
附
の
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
等

の
時
代
の
潮
流
も
あ
る
の

で
、
企
業
が
寄
附
を
し
た

く
な
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
財
源
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

A
　
本
町
に
も
ふ
る
さ
と

納
税
の
対
象
と
な
る
企
業

が
あ
り
、
町
外
、
県
外
に

も
多
く
あ
る
と
思
う
。
町

は
財
政
の
厳
し
い
状
況
な

の
で
、
国
民
年
金
だ
け
の

方
や
低
所
得
者
に
向
け
た

施
策
実
施
の
た
め
に
も
、

積
極
的
に
働
き
か
け
て
協

力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
今
後
は
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
応

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
１
件
で
も

多
く
の
企
業
に
状
況
を
説

明
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

企業版ふるさと納税

積極的に働きかけを

　寄附をしたくなるように検討／町長

奨学金返還支援制度の導入

若者の負担軽減、移住者定住を

　早急に検討する／町長
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A
　
将
来
、
山
林
の
管
理

を
町
に
委
託
す
る
か
と
い

う
意
向
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
進
捗
状
況
は
。

新
谷
産
業
振
興
課
長
　
鉾

土
と
春
遠
地
区
の
人
工
林

所
有
者
１
１
６
名
を
対
象

に
調
査
票
を
送
付
し
、
４１

件
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
「
町
に
経
営
管
理
を

委
ね
る
こ
と
を
検
討
し
た

い
」
が
最
多
の
５８
・
５
％

で
す
。

A
　
雑
木
林
に
お
い
て
も

管
理
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
こ
こ
で
①
雑
木
林
の

意
向
調
査
を
地
区
に
委
託

す
る
。
②
地
区
に
必
要
な

山
林
は
管
理
し
て
も
ら
う
。

③
そ
の
モ
デ
ル
地
区
を
つ

く
る
。
④
必
要
経
費
の
財

源
は
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
。
こ
の
提
案
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

岡
田
町
長
　
ま
ず
は
人
工

林
所
有
者
の
意
向
調
査
を

は
じ
め
、
森
林
経
営
管
理

制
度
に
よ
る
取
り
組
み
を

最
優
先
し
、
４
つ
の
ご
提

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
、
健
全
な
森
林
整
備
を

進
め
て
い
く
上
で
大
事
な

提
案
で
あ
る
と
受
け
止
め

ま
す
。

中田　巌 議員中田　巌 議員

A
　
議
会
や
議
員
の
指
摘

や
提
案
に
対
し
て
、「
協

議
し
て
い
き
ま
す
」「
検

討
し
ま
す
」
と
答
弁
し
た

そ
の
後
の
状
況
が
分
か
り

づ
ら
い
。
担
当
課
を
通
じ

て
で
も
、
適
宜
報
告
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
非
常
に
重
要

な
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
重
要
な
案
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
宜

行
政
報
告
や
全
員
協
議
会

等
の
場
で
報
告
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
そ
れ
以
外

の
も
の
は
予
算
で
結
果
を

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

A
　
議
会
も
執
行
部
も
こ

の
町
を
良
く
し
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
は
同
じ
。

独
り
よ
が
り
な
手
法
に
な

っ
て
い
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
情
報
を
共
有

し
て
い
く
考
え
は
、
私
も

持
っ
て
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
、
適
宜
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

A
　
大
月
町
は
第
７
次
総

合
振
興
計
画
に
お
い
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基
づ
き
、

人
づ
く
り
を
柱
と
す
る
こ

と
を
議
会
も
承
認
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
「
人
づ
く

り
」
が
人
ご
と
に
な
っ
て

い
な
い
か
。
町
長
を
筆
頭

に
執
行
部
か
ら
模
範
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
覚
悟
が

あ
る
か
。

岡
田
町
長
　
ま
ず
は
私
を

含
め
、
職
員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
解
と
町
が
掲
げ
る
人

づ
く
り
の
目
的
を
十
分
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
念
と
し

た
第
７
次
総
合
振
興
計
画

は
、
本
町
が
存
続
し
て
い

く
た
め
に
は
必
要
不
可
欠

な
施
策
で
あ
り
、
未
来
へ

繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
、
私
を
筆
頭
に

職
員
が
同
じ
方
向
を
目
指

し
て
い
く
決
意
で
す
。

持続可能なまちづくりのため

豊な山林を活かしきれていない

大月町のここを聞く

将来の山林管理

雑木林にも意向調査を

　　　　大事なご提案／町長

町
長
の
政
治
姿
勢

答
弁
後
の
状
況
が
見
え
に
く
い

 
　
必
要
に
応
じ
て
報
告
／
町
長

将
来
の
大
月
町

「
人
づ
く
り
」
は
人
ご
と
で
は
な
い

　
私
を
筆
頭
に
職
員
か
ら
／
町
長
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印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
町
の
観
光
協
会
に
勤
務

す
る
饌
田
佑
美
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。

　
観
光
案
内
所
で
は
忙
し

そ
う
に
、
電
話
応
対
の
最

中
で
し
た
が
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
大
月
を

離
れ
名
古
屋
の
デ
パ
ー
ト

の
和
菓
子
売
場
で
7
年
間

勤
め
ま
し
た
が
、
地
元
で

の
仕
事
を
希
望
し
て
平
成

28
年
4
月
に
帰
郷
。
そ
の

後
、
3
年
ぐ
ら
い
薬
局
で

半
日
勤
務
の
仕
事
に
就
い

て
い
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ

て
令
和
元
年
11
月
か
ら
大

月
町
観
光
協
会
に
勤
め
る

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
経
理
・
庶
務
事
務
・
来

訪
者
に
町
の
観
光
案
内
や

史
跡
名
所
の
説
明
・
問
い

合
わ
せ
電
話
応
対
な
ど
の

内
勤
事
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

　
副
委
員
長
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
依
岡
　
一
生

　
委
　
　
員
　
安
原
　
明
彦

　
委
　
　
員
　
中
田
　
　
巌

編
集
後
記

編
集
後
記

　
お
世
話
に
な
っ
た
人
た

ち
が
、
一
人
、
ま
た
一
人

と
亡
く
な
っ
て
い
く
。
命

を
輝
か
せ
、
周
り
に
ぬ
く

も
り
を
与
え
、
大
月
町
を

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
で

あ
る
。

　
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２

０
年
の
１０
年
間
に
本
町
の

人
口
は
１
３
５
１
人
減
っ
た
。

毎
年
１
３
０
人
を
超
え
る

急
激
な
人
口
減
少
が
起
こ

っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
危
機
感
を

持
ち
ど
う
対
応
す
る
の
か
、

行
政
や
議
会
の
大
き
な
課

題
と
し
て
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

（
浦
木
　
秀
雄
）

　
特
に
、
電
話
応
対
は
顔

が
見
え
な
い
だ
け
に
、お

客
様
の
問
い
合
わ
せ
に
丁

寧
に
分
か
り
易
い
説
明
を

心
掛
け
て
い
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光

資
料
の
発
送
も
仕
事
の
一

部
で
す
。
そ
の
お
客
様
が

観
光
案
内
所
を
訪
れ
て
「
丁

寧
に
教
え
て
頂
き
有
り
難

う
！
」
、「
資
料
を
有
難

う
！
」
と
お
礼
に
来
て
く

れ
た
と
き
は
、
少
し
は
お

客
様
の
た
め
に
な
っ
た
か

な
と
思
う
と
き
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　
観
光
案
内
所
を
訪
れ
た

お
客
様
に
説
明
す
る
と
き
、

目
的
地
ま
で
の
看
板
や
目

印
が
少
な
い
場
所
が
多
く

迷
わ
ず
に
到
着
で
き
た
か

ど
う
か
心
配
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
「
お
客
様

が
不
便
を
感
じ
な
い
よ
う

に
看
板
や
案
内
板
の
整
備

を
し
て
欲
し
い
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
大
月
を
訪

れ
る
お
客
様
に
「
心
の
お

も
て
な
し
を
し
た
い
」
と

穏
や
か
で
優
し
く
話
す
言

葉
の
中
に
も
力
強
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
に
出
な
い
陰
の
主
役
、

佑
美
さ
ん
！
こ
れ
か
ら
も

大
月
の
観
光
の
た
め
に
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

（
取
材
　
山
本
恒
和
）

お客さんに丁寧な説明

夏
は
大
忙
し
の
案
内
所

職
を
求
め
て
帰
郷

職
を
求
め
て
帰
郷

職
を
求
め
て
帰
郷

お
客
様
か
ら
有
り
難
う
！

お
客
様
か
ら
有
り
難
う
！

お
客
様
か
ら
有
り
難
う
！

案
内
板
の
整
備
を

案
内
板
の
整
備
を

案
内
板
の
整
備
を

こんにち
は 饌田 佑美 さん （田城）饌田 佑美 さん （田城）

はまだ ゆみはまだ ゆみ
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